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■
中
小
企
業
庁 
関
連
予
算

円
安
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

高
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
支
援
策
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
小
規
模
企
業
振
興
法
の
制
定
を
踏
ま
え
た

小
規
模
事
業
者
施
策
の
抜
本
的
強
化
や
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
焦
点
を
当
て
た
施
策
の
展
開

を
図
る
こ
と
と
し
、
27
年
度
当
初
予
算
１
、８

５
６
億
円
、
26
年
度
補
正
３
、０
１
３
億
円
を

計
上
し
て
い
る
。

○
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性

化
①
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業　

27
年
度
当
初
16

億
円
（
26
年
度
補
正
40
億
円
）

地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
名
物
」

な
ど
の
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
支
援
や
、

人
材
の
育
成
な
ど
の
取
組
を
支
援
。

②
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対
策
事
業　

27
年
度
当
初
10
億
円（
26
年
度
補
正
60
億
円
）

地
域
内
外
の
多
様
な
人
材
か
ら
事
業
者
が
必

要
と
す
る
人
材
を
発
掘
し
、
紹
介
・
定
着
す
る

ま
で
を
一
貫
支
援
。
複
数
事
業
者
間
で
の
出
向

等
を
通
じ
た
人
材
育
成
、
も
の
づ
く
り
現
場
に

お
け
る
中
核
人
材
や
カ
イ
ゼ
ン
指
導
者
育
成
も

指
導
。

○
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進

を
頂
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
」
等
と
謝
意

を
述
べ
た
。

【
審
査
結
果
の
講
評
】

服
部
委
員
長
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
査
の
報

告
を
頂
い
た
。
昨
年
の
８
月
か
ら
11
月
ま
で
６

会
場
で
（
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、（
社
）

全
日
本
木
材
市
場
連
名
、（
社
）
全
国
木
材
市

売
買
方
組
合
連
名
の
主
催
に
よ
り
、
第
42
回
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
に
お
け
る
出
品

製
品
の
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の

出
品
工
場
数
は
87
（
昨
年
度
61
）
で
、
出
品
数

が
多
い
会
場
が
入
っ
た
こ
と
で
、
前
年
度
よ
り

26
工
場
増
え
ま
し
た
。
出
品
量
は
前
年
度
よ
り

12
㎥
多
い
、
９
６
２
㎥
で
し
た
。

審
査
結
果
は
、
１
０
０
点
満
点
が
19
工
場

（
13
）
と
昨
年
度
よ
り
約
５
割
増
え
ま
し
た
。

規
格
は
完
璧
に
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
格
付
実
績
と
出
荷
実
績
で
減
点
さ
れ
た
工
場

が
満
点
工
場
と
同
じ
数
に
な
る
19
も
あ
り
、
全

体
で
は
出
品
数
の
44
％
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
を
満
た

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

別
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
実
績
を
上
げ
な
け

れ
ば
、
受
賞
は
難
し
く
な
る
と
言
う
段
階
に
入

り
始
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。何
れ
に
し
て
も
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
を
付
け
て
出
荷
し
て
い
る
訳
で

す
か
ら
、
全
て
の
製
品
が
満
点
と
評
価
さ
れ
る

よ
う
、
各
工
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
を
満
た
し
た
製
品
の
生
産
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
審
査
は
減

点
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
因
で
目

立
っ
た
も
の
は
、
格
下
げ
と
格
上
げ
、
乾
燥
不

足
、
表
示
ミ
ス
で
し
た
。
総
合
調
整
審
査
の
結

果
、
農
林
水
産
大
臣
賞
４
点
、
消
費
・
安
全
局

長
賞
12
件
、
林
野
庁
長
官
賞
16
点
を
決
定
し
、

推
薦
し
ま
し
た
。
天
皇
杯
は
１
回
切
り
と
い
う

慣
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
催
３
団
体
の
会
長

特
別
賞
６
件
を
選
考
し
ま
し
た
。
主
催
３
団
体

の
会
長
賞
30
件
も
審
査
の
申
し
合
わ
せ
に
従
い

選
考
し
ま
し
た
。
優
良
市
場
さ
ん
と
優
良
買
方

さ
ん
に
つ
い
て
も
申
し
合
わ
せ
に
従
い
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
で
す
が
、
折
角
製
品
に
大
臣
賞

な
ど
が
授
与
さ
れ
て
も
、
そ
の
栄
誉
が
買
方
か

ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

伝
わ
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
消

費
・
安
全
局
の
担
当
者
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

も
し
、
こ
の
仕
組
み
が
出
来
て
、
価
格
に
反
映

さ
れ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
普
及
に
弾
み
が
付
く
可

能
性
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

【
表
彰
】

相
本
課
長
に
農
林
水
産
大
臣
賞
と
消
費
・
安

全
局
長
賞
を
贈
呈
し
て
頂
き
、
小
島
課
長
に
林

野
庁
長
官
賞
の
贈
呈
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
主
催
団
体
賞
は
、吉
条
会
長
が
贈
呈
し
、

優
良
開
催
市
場
へ
の
感
謝
状
は
、
市
川
会
長
が

贈
呈
し
た
。（
詳
細
は
、
別
掲
の
と
お
り
）

【
来
賓
祝
辞
】

相
本
課
長
は
、
受
章
者
へ
の
祝
意
と
三
団
体

へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
林
産
物
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
規
格
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
次
の
通

り
語
っ
た
。「
枠
組
構
造
用
製
材
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
国
産
材
利
用
が
少

な
か
っ
た
２
×
４
材
の
分
野
で
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
３
月
改
正
公
示
の
予

定
。
集
成
材
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
等
に
つ
い
て
も
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
Ｊ

Ａ
Ｓ
を
目
指
す
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の

適
正
な
推
進
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
安
定
供
給
に
ご
協

力
頂
き
た
い
」。

続
い
て
、
小
島
木
材
産
業
課
長
は
、「
受
賞

者
へ
の
祝
辞
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
に
対
す
る

①
革
新
的
も
の
づ
く
り
産
業
創
出
連
携
促
進
事

業　

27
年
度
当
初
１
２
９
億
円

中
小
企
業
が
大
学
・
公
設
試
等
の
研
究
機
関
等

と
連
携
し
て
行
う
技
術
開
発
を
支
援
。

②
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業　

（
26
年
度
補
正
１
、０
２
０
億
円
）

革
新
的
な
設
備
投
資
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
・
試

作
品
の
開
発
を
支
援
。
共
同
体
で
行
う
設
備
投

資
等
を
支
援
対
象
に
追
加
。

（
詳
細
は
中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
）

■
第
42
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

推
進
展
示
会　

四
社
に
農
林
水

産
大
臣
賞

42
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の
表

彰
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
出
席
は
、

服
部
順
昭
審
査
委
員
長
（
日
本
木
材
加
工
技
術

協
会
会
長
）、
吉
条
良
明
全
木
連
会
長
、
市
川

英
治
全
市
連
会
長
ほ
か
三
団
体
の
役
職
員
、
受

賞
関
係
者
な
ど
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
農
林
水
産
省
相
本
浩

志
表
示
・
規
格
課
長
、
同
中
熊
課
長
補
佐
、
林

野
庁
木
材
産
業
課
の
小
島
孝
文
（
こ
じ
ま
た
か

ふ
み
）
課
長
、
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン

タ
ー
、
農
林
水
産
漁
業
振
興
会
等
の
関
係
者
多

数
の
ご
出
席
を
頂
い
た
。

全
木
連
の
吉
条
会
長
は
、
主
催
三
団
体
を
代

表
し
挨
拶
、「
本
年
度
の
展
示
会
に
、
ご
協
力
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三
団
体
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
後
、
国
内
の
人
工

林
は
利
用
期
を
迎
え
、
林
業
の
成
長
産
業
化
、

地
方
創
生
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
産
材
の
安
定
供
給
と

需
要
拡
大
が
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
、
住
宅
は

大
き
く
伸
び
て
ゆ
く
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
住
宅

以
外
の
需
要
を
伸
ば
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
。

公
共
建
築
物
等
木
造
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
耐
火
集
成
材
等
の
技
術
開
発
・
普
及

に
よ
り
、
中
高
層
建
築
物
等
に
つ
い
て
も
、
木

造
化
、
木
質
化
を
進
め
て
ゆ
く
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
木
材
利

用
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
。
業
界
に
も
是
非

応
援
を
お
願
い
し
た
い
。
住
宅
、
中
大
型
建
築

物
に
お
い
て
木
材
を
利
用
し
て
頂
く
た
め
に

は
、
品
質
の
確
か
な
製
品
が
不
可
欠
で
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
役
割
は
大
き
く
、
普
及
に
努
め
て
頂
き
た

い
。」
と
語
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
受
章
者
を
代
表
し
て
、
大
林
産

業
株
式
会
社
の
大
林
真
信
社
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
表
彰
式
を
終
え
た
。

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】　
（　
　

）
は
都
県
名

大
林
産
業
（
株
）（
山
口
）、
中
国
木
材
（
株
）

鹿
島
工
場
（
茨
城
）、ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
（
株
）（
富

山
）、
ウ
ッ
ド
ピ
ア
流
通
検
査
（
協
）（
三
重
）

【
消
費
・
安
全
局
長
】
牧
野
木
材
工
業
（
株
）、

小
林
製
材
（
株
）、（
株
）
鈴
鹿
製
材
所
（
以
上
、

岡
山
）、伊
藤
林
産
（
有
）、（
有
）
倉
地
製
材
所
、

飛
騨
高
山
森
林
組
合
（
以
上
、
岐
阜
）、
越
井

木
材
工
業（
株
）本
社
工
場（
大
阪
）、共
力（
株
）

（
福
島
）、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
タ
ク
ミ
（
協
）、

小
牧
木
材
（
株
）（
以
上
、
三
重
）、
エ
ン
ジ
ニ

ア
ウ
ッ
ド
宮
崎
事
業
（
協
）（
宮
崎
）、（
株
）

松
島
木
材
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
）

【
林
野
庁
長
官
】（
株
）
沓
澤
製
材
所
（
秋
田
）、

（
株
）山
長
商
店（
和
歌
山
）、
宮
内
林
業（
株
）、

都
城
木
材
（
株
）（
以
上
、
宮
崎
）、
山
下
木
材

（
株
）、（
株
）
丸
左
木
材
（
以
上
、
岡
山
）、
東

濃
ひ
の
き
製
品
流
通
（
協
）、（
有
）
森
製
材
所
、

（
株
）
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド
、
交
告
製
材
（
株
）

（
以
上
、
岐
阜
）、（
株
）
瓜
守
材
木
店
（
愛
媛
）、

齋
藤
木
材
（
有
）、
宮
川
森
林
組
合
（
以
上
、

三
重
）、
東
北
木
材
（
株
）（
秋
田
）、
金
子
製

材
（
株
）（
埼
玉
）、
熊
本
モ
ル
ダ
ー
加
工
事
業

（
協
）（
熊
本
）

【
主
催
三
団
体
会
長
特
別
】協
和
木
材（
株
）（
福

島
）、
院
庄
林
業
（
株
）
久
米
工
場
、
銘
建
工

業（
株
）（
以
上
、
岡
山
）、（
株
）オ
オ
コ
ー
チ
、

（
株
）
西
村
木
材
店
（
以
上
、
三
重
）、（
株
）

日
田
十
条
（
大
分
）

【
優
良
市
場
】
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
）（
東

京
）、（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場
（
愛

知
）、
丸
宇
木
材
市
売（
株
）北
浜
市
場（
埼
玉
）、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
（
協
）（
三
重
）、（
株
）
伊

万
里
木
材
市
場
（
佐
賀
）

【
全
木
連
会
長
】（
株
）
山
一
木
材
（
和
歌
山
）、

外
山
木
材
（
株
）
今
町
工
場
（
宮
崎
）、（
株
）

佐
藤
製
材
所
（
宮
城
）、（
株
）
佐
藤
林
業
製
材

工
場
（
熊
本
）、
久
万
広
域
森
林
組
合
久
万
事

業
所
（
愛
媛
）、
佐
伯
広
域
森
林
組
合
宇
目
共

販
所（
大
分
）、（
有
）東
部
産
業
本
社
工
場（
福

岡
）、（
資
）
立
山
製
材
所
製
材
工
場
、（
株
）

佐
藤
製
材
所
製
材
工
場
（
以
上
、
熊
本
）、
中

国
木
材
（
株
）
伊
万
里
工
場
（
佐
賀
）

【
全
市
連
会
長
】（
株
）
か
つ
ら
木
材
商
店
（
和

歌
山
）、越
井
木
材
工
業
（
株
）
関
東
工
場
（
茨

城
）、セ
イ
キ
林
業
（
株
）
製
材
工
場
（
岡
山
）、

（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
工
場
（
愛
知
）、

（
有
）
菊
地
製
材
所
製
材
工
場
（
岩
手
）、（
株
）

ヤ
マ
サ
製
材
工
場
（
大
分
）、
木
脇
産
業
（
株
）

加
工
セ
ン
タ
ー
、
持
永
木
材
（
株
）
早
鈴
工
場
、

（
株
）
北
條
製
材
工
場
（
以
上
、
宮
崎
）
菊
池

木
材
（
株
）
本
社
工
場
（
愛
媛
）

【
全
買
連
会
長
】
坂
本
商
店
製
材
工
場
（
奈
良
）、

河
合
林
産
（
株
）
製
材
工
場
（
岡
山
）、
東
白

川
製
材
（
協
）（
岐
阜
）、（
株
）
一
戸
製
材
所

製
材
工
場
（
岩
手
）、
八
幡
浜
官
材
（
協
）
製

材
工
場
、
宇
和
国
産
材
加
工
（
協
）（
以
上
、

愛
媛
）、（
有
）
三
和
物
産
（
熊
本
）、
吉
田
産

業
（
資
）
吉
田
製
材
工
場
（
宮
崎
）、（
株
）
佐

藤
製
材
所
製
材
工
場
（
大
分
）、
富
士
大
和
森

林
組
合
国
産
材
加
工
施
設
（
佐
賀
）

【
優
良
買
方
】（
株
）
大
忠
、（
有
）
坂
巻
材
木

店（
以
上
、
埼
玉
）、（
株
）竹
本
商
店（
岡
山
）、

逢
坂
建
材（
株
）（
岐
阜
）、
コ
ウ
ヨ
ウ（
株
）（
三

重
）、（
株
）
富
建
（
長
崎
）

【
記
念
講
演
会
】

表
彰
式
終
了
後
、（
株
）
シ
ェ
ル
タ
ー
の
安

達
広
幸
取
締
役
に
、「
耐
火
構
造
に
よ
る
中
・

大
規
模
木
造
建
築
物
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
課

題
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
安
達

氏
は
、Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
木
造
耐
火
構
造
）、

Ｋ
Ｅ
Ｓ
構
法
（
接
合
金
物
工
法
）
の
技
術
開
発

等
を
担
当
さ
れ
、
公
共
建
築
物
に
用
い
る
構
造

体
（
木
造
）
に
お
い
て
、
全
国
の
木
材
流
通
・

生
産
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
設
計
等
、
３
Ｄ
木
材

加
工
の
た
め
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
開
発
等
に
従
事
さ
れ
て

い
る
。
講
演
会
で
は
、
木
造
建
築
の
変
遷
（
法

律
の
遷
り
変
り
と
木
造
建
築
等
）、
木
造
耐
火

建
築
物
の
現
在
、（
２
時
間
耐
火
構
造
等
）、
南

陽
市
新
文
化
会
館
の
事
例
、
世
界
の
大
規
模
木

造
建
築
物
及
び
日
本
に
お
け
る
大
規
模
木
造
建

築
物
の
課
題
等
に
つ
い
て
語
り
、「
木
造
建
築

を
通
し
て
、
都
市
（
ま
ち
）
に
森
を
つ
く
ろ
う
」

と
結
ん
だ
。

■
平
成
26
年
度
「
も
く
ア
ド
講

習
会
」

当
連
盟
は
、
２
月
20
～
21
日
東
京
会
場
の
木

材
・
合
板
博
物
館
（
東
京
都
江
東
区
新
木
場
）

と
同
27
日
～
28
日
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪

市
西
区
南
堀
江
）
で
、
平
成
26
年
度
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者

は
、
当
初
申
込
み
よ
り
や
や
減
少
し
81
名
（
東

京
42
名
、
大
阪
39
名
）。

服部審査委員長

農林水産大臣賞表彰
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受
講
者
及
び
講
師
陣
、
当
連
盟
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
た
。

５
年
目
を
迎
え
今
年
は
、
よ
り
実
践
的
な
知
識

を
身
に
つ
け
て
頂
く
た
め
、昨
年
に
引
き
続
き
、

「
建
築
が
木
材
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
加
え
て

実
施
し
た
。

木
材
・
合
板
博
物
館
で
の
講
習
会
は
５
年

目
、
一
昨
年
完
成
し
た
大
阪
木
材
仲
買
会
館
で

の
開
催
で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
見
る
た
め
に
、

大
阪
会
場
を
選
ん
だ
参
加
者
も
あ
っ
た
。
関
係

各
位
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【
東
京
会
場
】

東
京
会
場
で
は
、
当
連
盟
の
市
川
会
長
が
挨

拶
、
講
習
会
に
つ
い
て
、「
こ
の
講
習
会
は
、

木
材
や
木
材
利
用
の
助
言
・
指
導
が
で
き
る
人

材
を
養
成
し
、
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認

定
し
、
そ
の
方
々
の
活
動
に
よ
り
、
広
く
森
林

や
木
材
、
木
造
建
築
の
良
さ
を
建
築
関
係
者
や

一
般
国
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
頂
こ
う
と
、
全

日
本
木
材
市
場
連
盟
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
」
と

話
し
、
ま
た
「
企
画
運
営
は
、
森
林
・
林
業
、

木
材
、
建
築
な
ど
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一

人
者
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

引
き
続
き
制
度
の
一
層
の
充
実
等
に
向
け
努
力

し
た
い
」
と
結
ん
だ
。
続
い
て
、
木
材
・
木
材

合
板
博
物
館
の
岡
野
健
・
館
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
長
い
御
経
験
の
中
で
、
多
く
の
一
般
の
方
か

ら
、
木
材
に
つ
い
て
幅
広
い
電
話
相
談
等
を
受

け
た
こ
と
を
紹
介
。「
講
習
会
で
、
き
ち
ん
と
し

た
木
材
の
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
も

こ
う
し
た
問
い
合
わ
せ
に
、
筋
道
を
た
て
て
答

え
を
導
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
頂
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
事
務
局
が
全
市
連
の
活
動
や
木

材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て

紹
介
し
、
開
校
式
を
終
え
た
。

究
所
の
杉
山
淳
司
教
授
「
ハ
ン
ド
レ
ン
ズ
に
よ

る
木
材
の
見
分
け
方
」、
東
京
都
市
大
学
の
大

橋
好
光
教
授
「
木
造
住
宅
・
木
造
建
築
の
知
識

と
科
学
」、
Ａ
／
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ　

栗
田
紀
之

理
事
「
木
材
に
対
す
る
建
築
側
の
期
待
」。

昨
年
か
ら
、
２
日
間
の
日
程
は
、
初
日
を
夜

７
時
20
分
ま
で
の
講
義
と
し
た
。
受
講
者
に
と

り
、
ご
苦
労
の
多
い
二
日
間
と
な
っ
た
。

【
大
阪
会
場
】

大
阪
会
場
で
は
、
全
市
連
の
花
尻
忠
夫
副
会

長
（
近
畿
支
部
長
、大
阪
木
材
相
互
市
場
社
長
）

は
、
主
催
者
挨
拶
の
中
で
、「
日
本
は
、
世
界

第
２
位
の
森
林
国
で
あ
り
、
豊
か
な
森
林
資
源

は
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
の

８
割
は
、
木
造
住
宅
を
希
望
し
て
い
る
が
、
一

般
的
に
木
材
は
高
い
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て

い
る
。
暮
れ
か
ら
の
値
戻
し
は
あ
る
が
、
現
在

の
木
材
価
格
を
昭
和
55
年
に
比
べ
れ
ば
65
％
値

下
が
り
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
日
ご
参
加
頂
い
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
伝
え
て
頂
き
、
国
産
材
が
多
量
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
頂
き
た

い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
大
阪
木
材
仲
買
協
同
組
合
の
雪
本

政
通
理
事
長
（
全
買
連
会
長
）
に
歓
迎
の
挨
拶

を
頂
き
、
事
務
局
よ
り
受
講
に
当
た
っ
て
の
お

願
い
を
し
て
開
校
式
を
終
え
た
。

講
師
と
教
科
名
は
、
早
稲
田
大
学
の
森
川
靖

教
授
「
地
球
環
境
保
全
と
森
林･

木
材
利
用
」、

日
本
治
山
治
水
協
会
の
山
田
壽
夫
専
務
理
事

《
元
林
野
庁
木
材
課
長
》「
木
材
需
給
の
動
向
と

木
材
産
業
」、
林
材
ラ
イ
タ
ー
の
赤
堀
楠
雄
氏

「
日
本
林
業
の
動
向
と
課
題
」、
木
材
・
合
板
博

物
館
の
岡
野
健
館
長
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

「
木
材
の
構
造
と
性
質
」、
京
都
大
学
生
存
圏
研森田靖先生

赤堀楠雄講師

岡野健先生

山田壽夫講師

栗田紀之先生

【
写
真
で
見
る
講
習
会
の
模
様
】
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進
協
議
会
は
12
日
（
木
）、「「
木
材
利
用
」
の

意
義
と
効
果
の
見
え
る
化
」
を
テ
ー
マ
に
木
材

会
館
（
東
京
）・
新
木
場
で
第
６
回
新
た
な
木

材
利
用
事
例
発
表
会
を
開
催
し
、
約
２
０
０
名

が
参
加
し
た
。
吉
条
会
長
は
、「
こ
の
発
表
会

は
、
全
国
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
発
表
し
て

頂
き
、
木
材
の
使
い
方
、
施
工
・
設
計
、
新
製

品
開
発
な
ど
を
参
考
に
し
、
大
い
に
木
材
利
用

を
促
進
し
た
い
。
６
回
目
の
今
年
は
、
①
木
材

利
用
の
意
義
と
そ
の
見
え
る
化
及
び
②
木
材
を

使
っ
た
街
づ
く
り
事
例
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

発
表
し
て
頂
く
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
、
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
林
野
庁
木
下
喜
博
林
業
・

木
材
産
業
情
報
分
析
官
は
「
地
域
創
生
と
い
う

政
策
課
題
に
向
け
木
材
の
新
た
な
需
要
拡
大
が

重
要
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
公
共
建
築
物
木

造
化
、
内
装
木
質
化
、
輸
出
等
へ
の
取
組
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
耐
火
に
つ
い
て
の

技
術
開
発
・
製
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
中
高
層

建
築
物
へ
の
期
待
が
で
き
る
。
国
土
交
通
省
と

も
連
携
し
て
基
準
の
整
備
、
モ
デ
ル
施
設
建
築

に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
生
産
体
制
整
備
な
ど
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
」
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

第
１
部
で
は
、
木
材
利
用
の
意
義
と
そ
の
見

え
る
化
と
し
て
、
東
海
大
学
杉
本
洋
文
教
授
に

よ
る
「
中
・
大
規
模
建
築
物
を
木
造
化
す
る
科

学
的
根
拠
と
そ
の
評
価
」、（
独
）
森
林
総
合
研

究
所
木
口
実
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る

「
木
の
街
づ
く
り
事
例
と
そ
の
効
果
」
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
た
。
第
２
部
で
は
、
木
材
を
使
っ

た
街
づ
く
り
事
例
と
そ
の
評
価
と
し
て
、
埼
玉

大
学
浅
田
茂
裕
教
授
に
よ
る
「
学
校
の
木
質
化

と
児
童
・
生
徒
・
先
生
の
意
識
」、
筑
波
大
学

安
梅
勅
江
教
授
に
よ
る
「
木
育
と
木
材
利
用
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
効
果
：
生
涯
発
達
に
お
け
る

科
学
的
根
拠
」、
秋
田
県
泉
山
吉
明
木
材
利
用

推
進
班
長
に
よ
る
「
秋
田
県
の
木
造
・
木
質
化

事
例
の
効
果
と
新
た
な
流
れ
」、
港
区
早
藤
潔

地
球
温
暖
化
対
策
担
当
班
係
長
に
よ
る
「
み
な

と
モ
デ
ル
に
よ
る
都
市
開
発
事
例
の
状
況
と
効

果
」
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
。

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

で
〝
急
増　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
～
始

ま
る
資
源
争
奪
戦
～
〟
が
放
送
さ
れ

た
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
推
進
協
議
会
熊
崎
実
会
長
も
出

演
。
北
海
道
下
川
町
の
取
り
組
み
事

例
紹
介
、
製
紙
会
社
の
原
料
入
荷
の

逼
迫
、
価
格
の
上
昇
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
５
千

Ｋ
Ｗ
以
上
の
大
規
模
発
電
所
優
遇
の
制
度
設
定

の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
事
例
と

し
て
、
大
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
建
設
が
進

み
、
原
料
不
足
と
な
り
、
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、小
規
模
発
電
所
へ
の
助
成
に
シ
フ
ト
し
、

今
で
は
９
割
が
中
小
施
設
と
な
っ
た
と
い
う
。

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
持
続
的
供
給
の
た
め
に

は
、
伐
採
、
利
用
、
更
新
（
新
植
）
が
循
環
す

る
こ
と
が
重
要
、
良
材
は
建
築
用
に
、
次
に
合

板
等
に
利
用
し
、
他
に
利
用
で
き
な
い
も
の
を

バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
用
す
る
の
が
基
本
。
森

林
の
伐
採
計
画
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

計
画
、
買
電
認
定
と
が
整
合
性
が
と
れ
て
い
な

い
と
問
題
が
生
ず
る
。
大
規
模
施
設
は
安
定
的

な
原
料
確
保
な
ど
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
熱
利
用

も
組
み
合
わ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
上
げ
る

中
小
規
模
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
利

点
」
も
熊
崎
会
長
か
ら
紹
介
さ
れ
、
興
味
深
い

番
組
だ
っ
た
。
人
口
減
少
と
い
う
事
態
の
中
、

中
央
集
中
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
い
て
、「
定

住
・
定
着
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
」
と
い
っ
た
地
域
創
生
の
理
念
と
も

相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。
英
国
の
経
済
学
者
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
は
、

“
Sm

all is Beautiful.”

を
説
い
た
が
、「
大

き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
流
れ
の
ひ
ず
み
を
補
正
す
る
時
期
に
き
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

雑 記 帳

■
第
６
回
「
新
た
な
木
材
利
用
」

事
例
発
表
会
を
開
催

～
「
木
材
利
用
」
の
意
義
と
効
果
の
見

え
る
化
～　

木
材
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京
）

全
木
連
（
吉
条
良
明
会
長
）
と
木
材
利
用
推 大橋好光先生 杉山淳司先生

大阪会場：大阪木材仲買会館 講義の様子


